
令和4年度 気象防災アドバイザー育成研修 カリキュラム

※ 研修カリキュラムは変更される場合がありますので、あらかじめご了承ください。
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災害
コミュニケ
ーション

災害対応過程
の疑似体験

気象防災
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災害コミュニケーション
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災害対策本部
の対応

実地
研修

気象台業務
現場実習

防災出前講座
地域の災害と避難

防災解説ワークショップ
（ファシリテーター演習）

受講方法

防災基礎講義

ホームページから「学習管理システム(LMS)」

にアクセスして講義動画を視聴します。期間中

はいつでも受講可能です。

1単元の目安は60分です。

災害コミュニケーション演習

テレビ会議システム「Zoom」を使用して、

リアルタイムで行います。

研修生がZoomに集合して、リアルタイムで

討議、発表、意見交換等を行います。

防災気象情報演習

実地研修

原則として応募者の居住地を管轄する

管区気象台または地方気象台（応相談）

で実施します。
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適切な話し方
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